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はじめに

・「生活単元学習」に初めてふれたのは

高知市にある特別支援学校の研究発表会

→子どもたちが笑顔いっぱい、生き生きと存分

に活動していた。

・教師生活16年目、初めて知的障害特別支援

学級の担任となった平成27年夏の実践。

現在では毎年の定番単元となり、今年で３年

目をむかえた。



学校・学級紹介
・高知県南国市の中央部に位置している
特別支援学級３学級、通常の学級11学級、
全校児童239名の小学校。

学校・学級紹介



本学級は知的障害特別支援学級（ひまわり学級）で

（当時）１年生男子、１年生女子、

３年生女子、４年生男子の４名の在籍

学校・学級紹介



本学級では、生活単元学習を学校生活の中心
に置き、日々の授業実践に取り組んでいる。

学校・学級紹介



１ 単元について
（１）単元設定の背景

地域の方のご厚意で梅をいただいた。この梅を
活用した単元「梅カフェ」はできないか。

梅ジュースを作って飲むが、今ひとつの反応。

「りんごやみかんの方が…」

梅カフェ断念。

１ 単元について



梅を活用しつつ、子どもたちの好きなジュース
類も使った数種類のゼリー作りを提案。

→「やりたい！」

「食べたい！」

俄然やる気に！！

１ 単元について

畑仕事の後には、
冷たいゼリーが
食べたい！！



（２）本物にこだわって

「販売するからには美味しい
ものを！」

「見た目も大事！」
「お客さんに満足してもらえ
るものを！」

１ 単元について



（３）できる状況づくり

・子ども一人ひとりが活躍できる多様な活動

（注文取り、集計・会計、領収書作り、ゼリー

作り、ラッピング、配達、購入の礼状など）

・場の設定や動線の一定化

・道具の活用や補助具の工夫

１ 単元について

子どもたちが見通しをもって、主体的かつ
意欲的に活動することができるように。



２ 単元計画

一人ひとりの子どもたちが力を存分に発揮し、みんなが力
を合わせてゼリーを作り、販売して、校内の教職員に喜んで
いただきたい。そしてやり遂げた喜びを仲間と共有し、一学
期の締めくくりにしたいと 取り組みをスタートした。

２ 単元計画



（１）種類 → ５種類

・子どもたちが食べたい！

みかん りんご サイダー

・買うのは大人、大人の好きなゼリーも
梅 コーヒー

２ 単元計画



（２）値段設定

袋に詰めやすく、まとめて買うにはちょうどい
い3個セット60円でと、同僚に相談。

→安すぎるのでは…。

扱いやすく、計算もしやすい

２ 単元計画



（３）チラシ作り

レストランや喫茶店の

メニュー表を参考に。

子どもたちのおすす

めポイントも入れて。

２ 単元計画



（４）販売方法

注文形式のテイクアウト専門店

注文袋で注文を受ける。

２ 単元計画



（５）試食（味で勝負！）

味も追求→改良。

・学校調理員さんのアドバイス

「アガー」の使用。ジュレのような柔らかさ

と、抜群の透明感、取り扱いが容易。

・教職員、来客への試食・アンケート

２ 単元計画



（６）家庭への呼びかけ

学級通信に

「生活単元

ニュースコーナー」

チラシと注文用紙も

そえて

２ 単元計画



３ 単元の実際
～ゼリー作りの怒涛の５日間を中心に～

３ 単元の実際



（１）一日が「ひまわり長岡店」一色に

予想外、うれしい悲鳴!?

・教職員ほぼ全員の注文
・自分の学級の子にもご馳走してあげたい
→学級単位での注文

・おやつにしたい
→学童クラブさんからの大口注文

・再注文、リピーター

夏休みまであと少し。とにかくやるしかない！

３ 単元の実際



（２）子どものできる状況づくり
①注文を受ける～注文用紙作り～

３ 単元の実際



①注文を受ける～注文集計表記入～

３ 単元の実際

注文袋



①注文を受ける～紙幣、硬貨の種類わけ～

３ 単元の実際



①注文を受ける～領収書作り～

３ 単元の実際



①注文を受ける～領収書ハンコ押し～

３ 単元の実際



①注文を受ける～領収書配達～

３ 単元の実際



②容器を作る。～ラベルプリンターで印字～

３ 単元の実際



②容器を作る。～ラベル貼り～

３ 単元の実際



②容器を作る。～製造元シール貼り～

３ 単元の実際



③ラッピングを作る。～台紙作り～

３ 単元の実際



③ラッピングを作る。
～ありがとうございますカード作り～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～計る～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～まぜる→火にかける～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～火を止める→入れる～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～カップに注ぐ～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～冷やす（冷蔵庫へ）～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～準備する、片付ける～

３ 単元の実際



④ゼリーを作る。～洗う～

３ 単元の実際



⑤ラッピングする。配達する。～蓋をする～

３ 単元の実際



⑤ラッピングする。配達する。～カップを運ぶ～

３ 単元の実際



⑤ラッピングする。配達する。～袋に入れる～

３ 単元の実際



⑤ラッピングする。配達する。～お知らせカードを配る～

３ 単元の実際



⑤ラッピングする。配達する。～意欲の高まり～

３ 単元の実際



４ おわりに
（１）単元の成果と課題

４ おわりに



○単元期間中はまさに単元一色の学校生活となり、
仲間とともに満足感、達成感を感じた。

今後の単元へとつながり広がっ
た。→11月スイートポテト販売、
１月おでん販売

積み重ねが学級の仲間としてのお
互いを大切に思うことにつながっ
た。【多様な工程、役割分担】

子どもたち自身ができる状況を
つくり、意欲的な活動につな
がった。【機器の積極的活用】

製造量や活動量に見通しが持て、
多くの教職員とのつながりが広
がった。【テイクアウト専門店】

●子どもたちの主体的な活動を充分実現すること
はできたのか。

単元期間の設定や活動内容の甘さ
一人ひとりの子どもへのできる状況づくりの不十分さ

４ おわりに



（２）ゼリー単元の“今”
①単元計画

４ おわりに
ゼリー単元の今



４ おわりに
ゼリー単元の今

より計画的に
繰り返し（3日ローテ）

受取日の指定



②容器（60ml×３カップ → 90ml×２カップ）

４ おわりに
ゼリー単元の今

注ぎやすさ
扱いやすさ
経費削減

横口レードル



③チラシ
表

裏

４ おわりに
ゼリー単元の今

B5表裏
半分折り
携帯に便利



④製造年月日シール

４ おわりに
ゼリー単元の今

中がよく見える
見た目がシンプル



⑤注文者名短冊

名前＋各種注文個数
名前のみ

４ おわりに
ゼリー単元の今

自分で選べる！

数をチェック！



⑥領収書

４ おわりに
ゼリー単元の今

お客様本人が何を
頼んでいたかわかる。

ハンコも
個人名から
学級の
ハンコに。



⑦活動の確保・充実

販売個数
平成27年度 500個（60ml）
平成28年度 980個（90ml）
平成29年度 1190個（90ml）

本校の職員以外に
・転出職員に ・学童の先生方に
・市役所の方に ・保育所の先生方に

子どもたちがめいっぱい活動し、満足感、
達成感を味わい、充実した単元になるよう。

４ おわりに
ゼリー単元の今



⑧できることが増えました！

４ おわりに
ゼリー単元の今



子どもたちのよりよい生活の実現をめざして、子どもたち

の思いに寄り添いながら実践を積み重ねていきたい。

ご静聴

ありがとう

ございました。


